
地域人材ネット

( )

○ 登録者情報

所在地

兵庫県多可郡多可町

　＝首長経験を活かした実践指導＝　　私の貢献は「講
演業務」と「相談業務」です。

戸田善規 とだよしのり

ふるさと未来塾　主宰



略歴

著書・論文等

○

取組の内容

z

１，【論文】「ワクチン後進国」の本当の意味について考える（令和3年度・日本社会臨床学会）　２．【論文】次代の自治・
自治体職員の未来（令和元年度：共編：株・ぎょうせい）　３．【紀行文】　「OB首長～気まま旅～」（平成30年度：地域
情報誌・＆スマイル：発行10万部）

　＝首長経験を活かした実践指導＝　　私の貢献は「講演業務」と「相談業務」で
す。

■講演業務・・・首長経験や国の審議会委員の経験を活かした実践的な内容です。主な講演テーマは　１，いなかのス
テキ学～輝く自治体を次代に繋ぐ～　　２，地方分権改革が自治体を強くする　　３，人生100年時代がやって来た
等々。　　■相談業務・・・　首長や行政幹部の（信頼できる）相談相手となれます。

■主な経歴　・・・　衆議院議員公設秘書、社会保険労務士、旧加美町議会議員（議長）を経て、平成12年から兵庫
県加美町長（2期）、平成17年の平成合併後に初代・多可町長に就任（3期）。この間、兵庫県町村会長、近畿町村
会長等の任に当たり、また国にあっては内閣府の地方分権改革推進有識者会議議員、男女共同参画会議専門委員
会委員、厚生労働省の厚生科学審議会予防接種ワクチン分科会委員等を務めました。５期務めた町長職を勇退後、
ふるさと未来塾を立ち上げ、人と人とを繋ぐパイプ役としての活動を続けています。また地元に1300年以上の伝統を誇る手
漉き和紙「杉原紙」を有することから、和紙博物館のボランティアとして和紙研究に努め、地域の誇りづくりに積極的に取り
組んでいます。■第5回マニュフェスト大賞「首長部門」優秀賞（平成22年度）、第6回マニュフェスト大賞「東日本復興支
援」特別賞（平成23年度）、厚生労働大臣表彰「水道関係功労」（平成23年度）、全国町村会長表彰「自治功労」
（平成29年度）、農林水産大臣表彰「治山功労」（平成30年度）

テレビ・雑誌にて取り上げられた際の様子



実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

【これまでの主な講演実績】・・・全国町村会、地域活性化センター、都道府県町村会、都道府県町村議会
議長会、各県職員研修会、自治体社会福祉協議会などからの講演要請に応えてきました。
① 全国：都道府県町村会：政務担当職員研修会  ② 埼玉県町村会・議長会：合同研修会  ③ 鳥取県
町村会：副町長研修会  ④ 宮城県町村会：副町長・財政＆企画課長研修会  ④ 関西学院大学（法学
部・経済学部）合同授業 　 ⑤神戸シルバー大学院：全体研修会  ⑥ 兵庫県市川町：自治会長研修会
⑦ （財）地域活性化センター：職員研修会 ⑧ 福井県若狭町：老人クラブ連合会指導者研修会  ⑨ 鳥取
県琴浦町：職員研修会  ⑩  兵庫県社会保険労務士会：ブロック研修会 ⑪ 長崎県町村会：市町職員研
修会  ⑫ 奈良県町村会：副町長＆幹部職員研修会・・・・等々　　　　　⑬ 東京都町村議会議長会：議員
研修会 （コロナで延期中）

国や都道府県への依存体質から自発的に脱却する意思の欠如と、近隣自治体との横並び意識が、地方自
治の発展を阻害しています。地方分権改革や自治体の独自性の発揮が求められる所以です。如何に殻（旧
習）を破るか・・を一緒に考えていきたいものです。

私は実践者であり、実戦者でもあります。全国の自治体に「ステキなふるさと」であり続けて欲しいと願っていま
す。「地域資源を活かしきれれば、人もまちも元気になれる」・・・これが私の確信です。コロナ禍を経て、確実に
時代が変ります。生き方も変ります。行政体も変化しなければなりません。ダーウィンではありませんが「大きな
自治体、強い自治体が生き残るのではありません。変化に上手く対応できた自治体が生き残るのです。」・・・
そんな自治体の姿を描いてみませんか？



○ 参考

取組分野の分類

関連ホームページ

連絡先

※メールを送る際には〔アットマーク〕を『@』に変えてください。

○ 6次産業化 空地・空家・空きビル・空き店舗等対策

経営資源の引継（事業承継等）・起業支援 商店街活性化

登録者の取組を12の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。

1.地域資源を活用した地域経済循環 2.まちなか再生

地場産品発掘・販路開拓 中心市街地活性化

3.生活機能の維持 4.環境保全・SDGs

○ 地域医療・福祉 分散型エネルギーシステム

地域中核企業等の支援 その他

○ その他 地域ブランド戦略

○ その他 地域共生社会論 その他

地域交通 ○ 地球温暖化対策

○ 集落機能の確保 廃棄物・リサイクル対策

地区防災計画 インバウンド対応

BCP 民泊・農泊

5.防災減災・危機管理 6.観光振興・交流

建築物耐震化・長寿命化 DMOとの連携

避難所運営 地域おこし協力隊の推進

感染症対策 ○ その他 伝統文化の振興

滞在・活動の場づくり 起業・事業承継等支援

地域おこし協力隊の推進 空地・空家対策

○ その他 予防接種・ワクチン問題

7.関係人口の創出・拡大 8.移住・定住促進

9.少子化対策、子ども・子育て支援 10.地域づくり人材の育成・教育

結婚・出産・子育て支援 人材研修

○ 地域と関係人口の協働 地域おこし協力隊の推進

○ その他 　地域の誇りづくり ○ その他 2地域居住の推進

その他 その他

○ 働き方改革 ○ ふるさと教育

子どもの貧困対策 地域と教育機関の連携（高校魅力化・域学連携等）

官民連携（PPP・PFI） メディア活用策

○ 自治体間連携 効果の把握・評価

1１．自治体経営イノベーション 12.シティプロモーション・地域PR
財政マネジメント（公共施設管理・公会計整備） 地域ブランディング

住民参加 ○ その他 情報の受発信（全般）

○ その他 地方議会を巡る課題

メールアドレス yoshinori.toda1227〔アットマーク〕gmail.com

戸田善規 http://toda-yoshinori.com/profile
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